
１
月
10
日
（
日
）
、
上

奥
富
運
動
公
園
で
「
狭
山

市
消
防
出
初
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

新
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

今
年
１
年
の
無
火
災
を
願
っ

て
消
防
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
防
災
意
識
を
高
め
、

防
災
活
動
の
自
覚
と
技
術

の
向
上
を
図
る
事
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

訓
練
に
は
、
消
防
本
部
、

消
防
署
、
消
防
団
防
火
安

全
協
会
、
女
性
消
防
協
力

隊
、
自
主
防
災
組
織
か
ら

９
５
０
人
近
く
が
参
加
し

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
仲
川
狭
山

市
長
か
ら
日
頃
の
関
係
者

の
尽
力
に
対
す
る
感
謝
と
、

本
年
一
年
が
災
害
の
な
い

平
穏
な
年
で
あ
る
こ
と
を

祈
念
す
る
と
い
っ
た
言
葉

が
訓
示
と
し
て
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

続
く
表
彰
式
で
は
、
退

職
消
防
団
員
の
１
名
に
狭

山
警
察
署
長
感
謝
状
、
勤

続
15
年
の
消
防
団
員
の
家

族
11
名
に
永
年
勤
続
消
防

団
員
家
族
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
徒
歩
分

列
行
進
が
行
わ
れ
、
消
防

職
員
・
消
防
団
員
・
女
性

消
防
協
力
隊
・
救
急
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
自
主
防
災
組

織
が
、
狭
山
市
立
西
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合

わ
せ
行
進
し
ま
し
た
。
ま

た
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
か

ら
け
や
き
幼
稚
園
の
園
児

１
９
０
人
が
参
加
し
、
可

愛
い
行
進
を
披
露
し
ま
し

た
。

そ
の
他
、
救
助
隊
員
に
よ

る
出
動
訓
練
・
三
連
梯
子
・

基
本
訓
練
・
体
力
向
上
運

動
の
演
技
を
披
露
、
35
台

の
消
防
車
両
に
よ
る
行
進

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
高
層
火
災
を
想
定
し

た
訓
練
で
は
、
は
し
ご
車

や
ロ
ー
プ
な
ど
を
使
用
し

建
物
へ
進
入
し
、
救
出
及

び
緊
急
脱
出
、
ま
た
、
県

の
防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
救
出
訓
練

が
披
露
さ
れ
、
普
段
、
間

近
で
は
見
る
こ
と
の
出
来

な
い
光
景
に
、
来
場
者
は

目
を
見
張
り
ま
し
た
。

ま
た
会
場
内
で
は
、
消

防
フ
ェ
ア
を
同
時
に
開
催

し
、
消
防
車
両
の
展
示
や
、

防
災
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
「
今
年

も
災
害
の
少
な
い
年
に
な

る
よ
う
に
」
と
願
い
を
こ

め
消
防
団
、
自
主
防
災
組

織
15
台
に
よ
る
一
斉
放
水

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
お
よ
そ
１
３

５
０
人
の
来
場
者
が
訪
れ

ま
し
た
。

１
月
13
日
～
17
日
ま
で
、

狭
山
市
市
民
会
館

展
示

室
「
第
13
回
狭
山
市
写
真

作
家
協
会
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
狭
山
市
写
真

作
家
協
会
が
主
催
、
狭
山

市
と
狭
山
市
教
育
委
員
会
、

狭
山
市
文
化
団
体
連
合
会

が
後
援
し
て
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

狭
山
市
写
真
作
家
協
会

は
、
写
真
美
術
の
振
興
と

市
民
文
化
の
啓
蒙
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

平
成
９
年
に
発
足
、
現
在
、

会
員
は
31
名
で
す
。

各
個
人
が
サ
ー
ク
ル
な

ど
に
属
し
な
が
ら
写
真

の
撮
影
法
を
学
び
、
年

に
一
回
行
な
わ
れ
る
こ

の
写
真
展
に
向
け
て
そ

れ
ぞ
れ
好
き
な
場
所
で

写
真
を
撮
り
、
出
展
し

て
い
ま
す
。

今
年
も
作
品
の
創
作

に
あ
た
り
、
風
景
や
人

物
、
光
や
影
な
ど
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
個
々

の
感
性
で
「
一
瞬
」
を

切
り
取
り
、
そ
の
想
い

を
プ
リ
ン
ト
上
に
表
現

し
ま
し
た
。

今
回
出
展
さ
れ
た
作
品

は
52
点
で
、
会
場
で
は
会

員
が
来
場
者
に
撮
影
場
所

や
撮
影
の
際
の
苦
労
話
な

ど
を
し
な
が
ら
一
緒
に
見

学
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
同
協
会
で
は
３

年
前
か
ら
狭
山
市
と
友
好

交
流
都
市
で
あ
る
新
潟
県

津
南
町
と
写
真
を
通
じ
て

の
交
流
を
図
っ
て
お
り
、

今
回
も
「
フ
ォ
ト
津
南
作

品
」
と
し
て
、
津
南
町
か

ら
５
点
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
12
月
31
日
、

入
間
川
河
川
敷
で
午

後
６
時
か
ら
10
分
間
、

３
～
５
号
の
打
ち
上

げ
花
火
１
０
０
発
が

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
市
内
在
住

の
堀
部
さ
ん
の
息
子

さ
ん
が
、
長
野
県
飯

田
市
の
花
火
会
社
に

勤
め
て
い
る
こ
と
か

ら
少
し
早
め
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
を
と
自
作
の
花
火

を
含
め
、
個
人
で
打
ち
上

げ
た
も
の
で
す
。

勤
め
先
の
長
野
県
で
は

個
人
で
花
火
を
打
ち
上
げ

る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
と

の
事
で
す
が
、
狭
山
市
で

は
初
の
試
み
で
、
消
防
・

警
察
・
自
治
体
な
ど
の
機

関
に
許
可
を
得
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

川
の
土
手
に
は
聞
き
つ

け
た
人
達
が
訪
れ
、
珍
し

い
冬
の
花
火
を
楽
し
み
ま

し
た
。
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狭
山

市
消
防
出

初
式

１
月
５
日
か
ら
１
月
22
日
ま
で
、

広
瀬
公
民
館
ロ
ビ
ー
を
会
場
に
、

「
第
22
回

年
賀
状
版
画
展
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
版
画
展
は
、

１
９
８
８
年
か
ら

始
ま
り
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

出
品
は
広
瀬
公
民

館
で
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
３
団

体
が
参
加
し
、
地

域
の
交
流
や
、
伝

統
・
芸
術
を
地
域

に
広
め
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
さ
れ
て
い
る

作
品
は
２
０
１
０
年
の
も
の
だ
け
で
な
く
、

今
ま
で
出
展
さ
れ
て
き
た
作
品
併
せ
て
約

４
０
０
枚
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

版
画
に
は
種
類
が
あ
り
、
木
版
・
銅
版
・

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
孔
版
（
こ
う
は
ん
）
・

リ
ト
グ
ラ
フ
等
が
使
わ
れ
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
手
作
り

さ
れ
て
い
る
作
品
で
す
。
会

場
内
に
は
見
本
と
し
て
、
実

際
に
使
用
さ
れ
た
版
画
の
原

版
の
木
版
や
銅
版
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
年
ご
と
の
干
支
を
表

す
作
品
な
ど
、
こ
の
時
期
な

ら
で
は
の
展
示
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

第 22回年賀 状版画展

１
月
５
日
（
火
）
、

中
央
公
民
館
で
「
第
29

回

新
春
か
き
ぞ
め
・

も
ち
つ
き
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
お
正
月

な
ら
で
は
の
行
事
を
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
催
は
中
央
公
民
館
、

対
象
は
市
内
在
住
・
在

学
の
小
学
生
～
高
校
生

で
す
。

書
き
初
め
に
は
小
学
１

年
生
～
中
学
１
年
生
の
子

供
達
60
人
が
参
加
し
、
も

ち
つ
き
大
会
に
は
、
保
護

者
な
ど
約
30
人
を
含
め
合

計
で
約
90
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

書
初
め
の
字
句
の
指
定

は
な
く
、
教
科
で
指
定
さ

れ
た
も
の
や
個
々
で
選
ん

だ
も
の
な
ど
、
思
い
思
い

の
字
を
用
紙
に
認
め
、
納

得
の
い
く
作
品
が
で
き
る

ま
で
、
真
剣
な
表
情
で
筆

を
握
っ
て
い
ま
し
た
。

保
護
者
も
多
く
訪
れ
、
子

供
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る

等
、
親
子
で
真
剣
な
表
情

を
見
せ
、
会
場
内
は
熱
気

に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
作
品
は
、
１

月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
中

央
公
民
館
１
階
グ
リ
ー
ン

ホ
ー
ル
で
展
示
さ
れ
ま
し

た
。書

き
初
め
が
終
わ
る
と
、

も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
、

中
央
公
民
館
事
業
運
営
委

員
や
体
育
部
、
文
化
部
の

正
・
副
部
長
が
前
日
か
ら

用
意
を
し
た
豚
汁
や
、
当

日
、
朝
か
ら
準
備
し
て
い

た
も
ち
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
子
供
達
も

も
ち
つ
き
を
体
験
し
、
う

す
の
前
に
は
行
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

大
人
達
の
指
導
を
受
け
、

子
供
用
の
き
ね
を
使
い
一

生
懸
命
に
餅
を
つ
き
ま
し

た
。参

加
し
た
子
ど
も
達
は

書
き
初
め
の
面
持
ち
と
変

わ
り
、
笑
顔
で
つ
き
た
て

の
も
ち
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
29
回

新
春
か
き
ぞ
め
・
も
ち
つ
き
大
会

第
13
回
狭
山
市
写
真
作
家
協
会
展

入
間
川
河
川
敷
で
打
ち
上
げ
花
火
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